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特
集 「
愛い

と

し
誇ほ
こ

ら
し
、

　
　
　
　
　
た
け
は
ら
暮
ら
し
。」

▲竹原市中央三丁目で「サイクルショップ　

　Ｔ -ＢＯＸ」を開業されています。

　

竹
原
市
出
身
で
、
大
学
卒
業
後
は
県
外
で
就
職
し
、
そ

こ
で
得
た
技
術
や
販
売
ス
キ
ル
を
活
か
し
、
現
在
は
「
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ-
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
を
経
営
さ
れ
て
い
る
好

永
泰
崇
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●
竹
原
の
魅
力
と
は

　

竹
原
に
住
ん
で
い
る
時
は
、
周
り
を
見
て
も
山
ば
か
り

だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
い
っ
た
ん
竹
原
を
離
れ
て
み

る
と
、
自
然
環
境
に
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め

て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
国
道
185
号
線
の
高
崎
洞
門
の
上
を
通
る
市
道
高
山

線
か
ら
見
え
る
瀬
戸
内
海
の
景
色
を
、
自
転
車
に
乗
り
な

が
ら
見
る
の
が
好
き
で
す
。

●
竹
原
に
戻
っ
て
感
じ
た
こ
と

　

都
市
部
の
人
と
比
べ
る
と
、
竹
原
の
人
は
仕
事
に
関
し

て
も
、
生
活
に
関
し
て
も
、
お
お
ら
か
な
人
が
多
い
と
感

じ
ま
す
。
私
自
身
、
そ
の
よ
う
な
環
境
で
育
っ
て
き
た
の

で
、
都
市
部
で
働
い
て
い
た
頃
は
仕
事
の
面
に
お
い
て
、

と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

●
こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
こ
と

　

最
近
は
、
街
中
で
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
る
人
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
竹
原
は
広
島
と
尾
道
と
の
間
に
あ
る
休
憩

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
も
最
適
な
場
所
に
あ
り
、
多
く
の
人
に

と
っ
て
需
要
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
県
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
、
自
転
車
の
普
及
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ま
だ
自
転
車
に
乗
り
慣
れ
て
い
な
い
子
ど
も

た
ち
へ
向
け
た
バ
ラ
ン
ス
バ
イ
ク
（
こ
ぐ
こ
と
よ
り
も
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ペ
ダ
ル
の
な
い
練
習

用
の
自
転
車
）
を
使
っ
た
レ
ー
ス
な
ど
を
、
市
内
で
開
催

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
創
業
を
考
え
て
い
る
人
へ

　

私
が
地
元
で
あ
る
竹
原
に
帰
っ
て
き
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
、
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
開
業
し
た
い
と
思
っ
た

時
に
、
竹
原
市
役
所
や
竹
原
商
工
会
議
所
の
サ
ポ
ー
ト
が

と
て
も
手
厚
く
、
創
業
の
相
談
に
も
親
身
に
な
っ
て
も
ら

え
ま
し
た
。

　

相
談
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
助
成
金
な
ど
の
支

援
制
度
も
あ
る
の
で
、
創
業
を
考
え
て
い
る
人
は
、
ま
ず
市

役
所
な
ど
の
窓
口
へ
相
談
に
行
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▲店内にはファミリータイプから本格的な自転

　車まで勢ぞろい！

好
よしなが

永 泰
やすたか

崇 さんのプロフィール
　竹原市出身。大学卒業後、神奈川県で自

転車関係の職場に就職。『将来的には竹原

に帰ってきたい』という思いがあり、平

成 30 年４月に帰竹し、「サイクルショップ 

Ｔ -ＢＯＸ」を開業。

Vol. ３



広報たけはら　2020.10.53

対象になる人 給付内容 制度の名前 申し込み・問い合わせ

令和２年４月 28 日～令和３年４

月１日に生まれた子ども

※最初の住民登録を竹原市で行って

　いること

※出生時に母親が竹原市の住民基本

　台帳に記載されていること

支給対象者１人につき
10 万円

※申請期限は令和３年４月 30 日
　まで

竹原市新生児応援

給付金

危機管理課

☎２２-１５６８

新型コロナウイルス感染症に関する支援
　新型コロナウイルス感染症に関する、竹原市が独自に行う支援策のお知らせです。各制度の詳細について

は、お問い合わせください。

■給付・助成（個人向け）

■給付・助成（事業者向け）

※受給権者は支給対象者となる子どもを現に養育・監護している保護者です。申請を行う場合は市が送付す

　る申請書に必要事項を記入し、必要書類とともに提出してください。

対象になる事業者 給付内容 制度の名前 問い合わせ

広島県の新型コロナウイルス感染

症対策取組宣言をしている竹原市

内の飲食店等

飲食店等での感染防止対策
にかかる経費
※令和２年４月１日から 12 月 25
　日までに実施したもの
※限度額は、１店舗あたり５万円

竹原市新型コロナ

ウイルス感染症飲

食事業者支援事業

補助金

産業振興課

商工観光振興係

☎２２-７７４５

インフルエンザ予防接種費用を助成します
問い合わせ

保健センター　☎２２-７１５７

接種時に竹原市に住民票のある人で 自己負担額 持参物 市内医療機関 市外医療機関

65 歳以上の高齢者等※１ 無料 健康保険証

直接、医療機関
へ予約し、接種
できます。

接種前に、印鑑、本人確認
ができるものを持って、保
健センターで申請してくだ
さい。

子ども
（生後６か月～小学６年生）

無料※２
母子健康手帳
健康保険証

乳幼児医療証

一旦全額自己負担となりま
す。接種後に領収証、接種し
たことが分かるもの、印鑑、
母子健康手帳、保護者（妊
婦）の通帳を持って、保健セ
ンターで申請してください。

母子健康手帳の交付を受けて
いる妊婦

無料※２
母子健康手帳
健康保険証

※１　60 歳以上 65 歳未満の人であって、心臓・じん臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルス

　　　により免疫の機能に一定以上の障害を有する人を含みます。

※２　助成上限額は 4,500 円／回です。子どもは、最大２回／人まで助成します。

●接種の呼びかけ期間

　・高齢者等　　10 月１日（木）～

　・子ども・妊婦　10 月 26 日（月）～

※助成対象期間は、令和３年１月 31 日までです。

●助成内容


